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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年６月28日に提出いたしました第105期(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日)有価証券報告書
の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提
出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部【企業情報】
第４【提出会社の状況】
　　６【コーポレート・ガバナンスの状況等】
　　　（1）【コーポレート・ガバナンスの状況】
　　　　③　社外取締役及び社外監査役

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部 【企業情報】
第４ 【提出会社の状況】
６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

（訂正前）

③　社外取締役及び社外監査役

当社の社外取締役は１名、社外監査役は２名であります。

イ　社外取締役及び社外監査役が企業統治において果たす機能及び役割

（省略）

　当社は、社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する基準又は方針はないものの、選任

にあたっては、東京証券取引所における「上場管理等に関するガイドライン」Ⅲ５．（３）の２を参考

にしております。

　（参考）東京証券取引所における開示

　東京証券取引所においては、独立役員として、社外取締役又は社外監査役の中から、一般株主

と利益相反の生じるおそれがない者を確保することが義務付けられております。「上場管理

等に関するガイドライン」において一般株主と利益相反の生じる恐れがあると判断する場合

の判断要素を規定しております。

「上場管理等に関するガイドライン」Ⅲ５．（３）の２

　独立役員の確保義務の違反に対する公表措置等の要否の判断は、独立役員として届け出る者

が、次のａからｅまでのいずれかに該当している場合におけるその状況等を総合的に勘案し

て行います。

ａ．当該会社の親会社又は兄弟会社の業務執行者

ｂ．当該会社を主要な取引先とする者若しくはその業務執行者又は当該会社の主要な取引先

若しくはその業務執行者

ｃ．当該会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計

専門家又は法律専門家（当該財産を得ている者が法人、組合等の団体である場合は、当該

団体に所属する者をいう。）

ｄ．最近においてａから前ｃまでに該当していた者

ｅ．次の（ａ）から（ｃ）までのいずれかに掲げる者（重要でない者を除く。）の近親者

（ａ） ａから前ｄまでに掲げる者

（ｂ） 当該会社又はその子会社の業務執行者（社外監査役を独立役員として指定する場

合にあっては、業務執行者でない取締役又は会計参与（当該会計参与が法人である

場合は、その職務を行うべき社員を含む。以下同じ。）を含む。）

（ｃ） 最近において前（ｂ）に該当していた者

ロ　取締役選任の決議要件

（省略）
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（訂正後）

③　社外取締役及び社外監査役

当社の社外取締役は１名、社外監査役は２名であります。

イ　社外取締役及び社外監査役が企業統治において果たす機能及び役割

（省略）

　当社は、社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する基準又は方針はないものの、選任

にあたっては、東京証券取引所における「上場管理等に関するガイドライン」Ⅲ５．（３）の２を参考

にしております。

　（参考）東京証券取引所における開示

　東京証券取引所においては、独立役員として、社外取締役又は社外監査役の中から、一般株主

と利益相反の生じるおそれがない者を確保することが義務付けられております。「上場管理

等に関するガイドライン」において一般株主と利益相反の生じる恐れがあると判断する場合

の判断要素を規定しております。

「上場管理等に関するガイドライン」Ⅲ５．（３）の２

　独立役員の確保義務の違反に対する公表措置等の要否の判断は、独立役員として届け出る者

が、次のａからｅまでのいずれかに該当している場合におけるその状況等を総合的に勘案し

て行います。

ａ．当該会社の親会社又は兄弟会社の業務執行者

ｂ．当該会社を主要な取引先とする者若しくはその業務執行者又は当該会社の主要な取引先

若しくはその業務執行者

ｃ．当該会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計

専門家又は法律専門家（当該財産を得ている者が法人、組合等の団体である場合は、当該

団体に所属する者をいう。）

ｄ．最近においてａから前ｃまでに該当していた者

ｅ．次の（ａ）から（ｃ）までのいずれかに掲げる者（重要でない者を除く。）の近親者

（ａ） ａから前ｄまでに掲げる者

（ｂ） 当該会社又はその子会社の業務執行者（社外監査役を独立役員として指定する場

合にあっては、業務執行者でない取締役又は会計参与（当該会計参与が法人である

場合は、その職務を行うべき社員を含む。以下同じ。）を含む。）

（ｃ） 最近において前（ｂ）に該当していた者

内部監査・内部統制の状況については、取締役会、監査役会及び内部監査担当者から適宜報告及び意見

交換がなされており、また会計監査については会計監査人から報告を受けており、各監査との相互連携、

関係維持を図っております。

ロ　取締役選任の決議要件

（省略）
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